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ごあいさつ 

  学館施設長 山口 薫 

 

 桜学館の周りの木々はすっかりと葉を落とし、冬の寒さに備えているよう

に感じます。今年の夏は観測史上例を見ない暑い日が続き、本当に涼しく

なっていくのか心配しましたが、季節は廻り師走を迎えようとしています。 

 この夏以降、子ども達は「ソフトボール大会」「デイキャンプ」「親子ボウ

リング」、また分級の中学生は「文化祭」、小学生は「レインボーフェスティ

バル」と多くの体験を重ね、成果を積み上げてきました。 

 子ども達にとって様々な行事は、社会力や体力などを伸ばす絶好の機会となります。ルールを覚え

たばかりなのに選手として頑張った子、夏の暑いグランドでソフトボールの練習に励む姿、交流試合

でチームの一員として参加している姿など、力いっぱいゲームに向かう子ども達の姿勢を感じること

ができました。 

 デイキャンプでは午前はカレー作りや飯盒炊飯に挑戦し、午後はラフティングや創作活動を体験し

ました。ラフティングでは殆どの親さんは出発地点へ向かうバスを見送って別れましたが、活き活き

と成長した子どもの姿を追い、川に入ってカメラに収める親さんもみえました。 

 分級行事の「文化祭」や「レインボーフェスティバル」では舞台での挨拶や司会進行、ダンス発表、

英語の落語発表会、全員での合唱などを通じて子ども達一人一人の成長を見て頂ける機会になりまし

た。昨年の文化祭に参加できなかった子が人前でしっかりと発表出来る姿に感心させられました。 

 私たち桜学館は、家庭生活や学校生活の困難、また人間関係に躓いて上手く生活できない子どもさ

んをお預かりし、桜学館での生活と少人数の分級での学習活動を通して、規則正しい生活リズムや社

会のルール、周りの大人や友だちと上手に関われる力を養います。更に毎日分級に通える力を育て、

自信をつけて家庭へ戻り地域の学校へ通えるようになるように支援しています。 

 子ども達は、友だちと共に様々な体験をすることで人として大切な協調力、自分と向き合う力など

を養うことができます。この半年間の経験も一人一人の糧になって欲しいです。 

 親子ボウリングなどの行事もその取り組みの一つです。親さん方のご参加とご協力をお願い致しま

す。 

 桜学館では各種行事を通して子どもさんの成長を支援していきたいと考えています。 

今後ともご協力お願い致します。 

 

師走 

                                           

 



 

 

 

 

 

食欲の秋ということでみんなでお弁当を作りピクニックへ！ 

気になるお弁当の中身は・・・ 

おにぎりやサンドイッチ、から揚げにたまごやき、みんなで手作りしました。 

しかし、あいにくの雨☂ 急遽内容を変更し、ミステリーツアーと称して行き先は秘密。 

着いたのは、なんと施設長のお宅！施設長宅ではお腹いっぱいにお弁当を食べ、 

さらに薪割りをしました。 

次に、郡上八幡城へ。 

お城までの坂道を走るように登っていく人と、はあはあ 

息を切らして登る人と様々。なんとか頂上まで登りきりました。 

頂上から見た景色は、紅葉も見られとてもきれいでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土台（PIECE）が不安定な危機的状況から4月をスタートした虹ユニットでしたが，中学

生が少しずつ力をつけ，小学生は，がんばってお兄ちゃんたちに付いてきました。今年

のテーマ『SASUKE』。1学期間の土台作りからようやく，１STステージに立つことができま

した。1学期よりレベルアップした自分たちの課題に子どもたちは四苦八苦…。 

さすが     の PIECE 城。簡単には攻略させて

もらえません。生活の中で常に闘いつつ，時には自分

へのご褒美で心を休めて，次なるステージに向かって

いきます。また，小６の新メンバーも加わり総勢７名の

虹メンバーの飛躍を応援してください。 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★空ユニット★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みを利用し、今年度から取り組んでいるそれぞれの目標を掲げたすごろく（Ｓｏｒａカート）のごほ

うびとして、カラオケに行きました。ユニットの子どもたちと行く初めてのカラオケという事もあり、緊張

してかわいらしく歌う子、持ち歌のようにかっこよく歌う子、緊張して恥ずかしがる子など、様々でし

た。２時間という短い時間でしたが、楽しく面白く過ごすことができました。まだまだ中盤のＳora カー

ト。掲げた目標が達成できるように頑張って行きましょう！ 

次のごほうびは何かな？（*^_^*） 

ユニットでの生活を 

より良くする為の取り組み 

『ヒカリマスターズ』 

順調に点数を集めて、 

レベル５まで進みました！ 

毎週月曜の子どもミーティング

で意見を出し合い、よりよい 

ユニット作りに励んでいます。 

『ヒカリマスターズ』の評価も 

この場でします。 



文化祭（中学生） 

桜学館分級のあゆみ 
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 11 月 7 日（水）、関市文化会館小ホールにおいて、分級文化祭を開催しました。多くの

観客のみなさんを前に緊張した様子でしたが、スローガン『奏～仲間と共に真剣に～』の

もと、ダンス、太鼓演奏、学年発表、全校合唱と、素敵な音を奏でることができました。 

 11 月 17 日（土）、レインボーフェスティバルが行われました。『伝える～笑顔・努

力・成長』をスローガンに、日々取り組んできたことや、自分の得意なことを発表する

ことができました。また一つ、宝物が増えました。 

レインボーフェスティバル（小学生） 



 

Ｆamily Vacation2018 

今年度は暑すぎるぐらいの晴天に恵まれ、ぎふ清流里山公園での活動に加え、

ラフティングと豪華なファミリーバケーションとなりました。 

里山公園では桜学館では定番の鬼ごっこ、全力戦闘を子ども・職員・保護者の

方にも参加して頂き行いました。みんな必死に仲間を守り、敵から逃げます。白熱

していました。 

お昼は飯盒炊飯を行い、カレー作り！おいしいカレーライスが出来上がりました。 

午後は郡上へ移動しラフティング！初めて体験する子が多く、不安の声もありましたが、やってしまえば

始めの不安はどこかへ行ってしまうほど楽しく、終わりを惜しむ声が沢山ありました。水が苦手な子は、

里山公園に残りピザやオルゴール作りなどの体験工房！ 

大きなピザや、かわいらしいオルゴールを作ることができ、ラフティングに参加できなくても楽しむことが

できました。 

ソフトボール大会 

 今年は猛暑の中、ソフトボール大会が行われました。今季の目標は「笑ってハイタッチ～チームの喜

び～」と掲げ、ハイタッチをしながら喜びを共有し、頑張る気持ちを高められるようにと練習してきました。

その効果もあって、暑さに負けず、みんなと協力しながら良いプレーができました。 

 

ボウリング大会 

今年もボール選びにものすごく慎重になるほど優勝を目指して気合い十分な子どもたち。 

スペアやストライクを目指して奮闘する姿が多く見られました。どのユニットの子どもたちも笑顔が多く、

いいスコアが出るとみんなで喜び、充実したボウリングをすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レクより 



ＦＦＣＣ岐岐阜阜ササッッカカーー教教室室 

FC 岐阜スタッフ 

 

 

岐阜県から御紹介頂いたぎふ音楽クラブが昨年に続き、

演奏に来て下さいました。子どもたちは静かに音楽を聞かせ

て頂いた後、あらかじめオカリナやギターで練習していた

「空も飛べるはず」をセッションして頂き、共に演奏する楽し

さを実感したようでした。 

 

 

 

今年もＦＣ岐阜のサッカー教室が暑い暑いさなかの8月

12日に開かれました。ボールの扱い方からパス回しまで、

楽しみながら基本的な動きを教えて頂きました。どの子も

沢山汗をかいて頑張りました。これから大会に向けて更に

練習に励む予定です。 

 

 

寄付・寄贈・ボランティアのお礼 

ショクブン様よりお米40kgを。岐阜県製麺協同組合様よりゆでうどん、株式会社東芝

様より液晶TV4台とスピーカーを頂きました。また、上記のぎふ音楽クラブ様、FC岐阜

様をはじめ卓球や華道茶道、しゃぼん玉遊びなどボランティアの方々に多数ご指導頂きま

した。全てをご紹介できませんが、ここにお礼を申し上げます。 

 

 

編 集 後 記 

 日の暮れる時間も早くなり、年末も近づいてきました。子どもたちは寒さにも負けず、薄暗くなる

まで校庭で元気な声を響かせています。職員も子ども達と共にテニスや野球、バドミントンで体を動

かしています。室内では卓球・将棋・トランプやチェスなど、子どもたちだけで楽しんでいる姿に成

長を感じます。これから寒くなります。皆さま、風邪などお召しにならないよう、ご自愛ください。

広報紙「さくらさくら」へのご意見、ご感想をお寄せください。（E-Mail：sakura@hohoemi.or.jp） 

                                広報委員 川治・横井 

 

 

「とも」ではこの秋より、里親支援の一つとして、里親対象ペアレントプログラム（アスぺエルデ

の会）を行いました。里親さん同士で交流し、子育てのヒントを学びました。このプログラムを通

して、子どもの良い所を見る大切さを改めてみなさんで確認することができたと思っています。子

どもを支援する中で心配することも多いですが、そのなかにも良いところを見る目も大事にしてい

きたいですね。 

子ども支援センター「とも」より 


